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劇場性を併せ持つ、メキシコの代表的な大衆エンターテイメントである。試合形式は日本やア リカのプロレスと きく変わらないが、ジャベ（鍵の意）と呼ばれる関節技および飛び技が多いのがひとつの特徴であるといわれている。善玉レスラーと悪玉レスラーが存在し、それぞれ「テクニコ」 「ルード」と呼ばれる。悪役の反則技に観客は大ブーイングを浴 せ、傷ついたヒーローに声援と励ましを
送る。ヒーローは再び立ち上がり、悪を討つ。テクニコとルードの掛け合いともいえる闘いで、会場は熱狂的に盛り上がっていく。なお、悪役には外国人レスラ が登場することも多く、日本人レスラーも近年活躍している。 試合会場は、 メキシコシティの中心から近いアレナ・メヒコとアレナ・コリセオが二大聖地とされ、最 有名である。●ルチャドールは世界をも救う　
では、なぜルチャ・リブレはメ
キシコの人々を魅了してきたのだろうか。ルチャ・リブレの始まりは一九世紀に遡るが、冒頭にあげた多くの神話的 ドールが活躍し、その人気が爆発的に高まったのは、一九五〇年代頃 ことである。ルチャ・リブレ 人気を博した最大 理由は、それが単なるスポーツを超えた フォークロア的な要素を多く備えながら発展し
てきた点にある。第一に、先に述べたようにルチャ・リブレには「正義」対「悪」のストーリー展開が織り込まれているのだが、正義のヒーローの活躍はリング上にとどまらなかっ 。彼らの闘いの主要な媒体となった が、映画、そして一九五〇〜六〇年代頃から普及しつつあった白黒テレビである。数あるヒーロー でも、銀色の覆面ルチャドール、エル・サントの人気は絶大で 。善、規律、名誉を体現す エル・サントは、リ グ上で敵の悪役を打ち負かしたが それだけで ない。彼が主役となった映画は実に五〇本以上にのぼり その多くは一九六〇〜七〇年代にかけて制作された。映画のなかでエル・ は、ゾンビ、ミイラ、吸血鬼、狼男から犯罪組織まで、あらゆる悪と闘い、人類を危機から救うの ある。　
このように書けば、ラテンアメ
リカ的なシュールレアリスムに聞こえるかもしれない。しかし 多くのメキシコ人にとってエル・サントは「リアル」であったし、彼が世界を救うか否 は切実 問題であった。一九七〇年代に幼少期を過ごした、筆者のメキシコの友人の次のような言葉が、それをよ
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ルチャ・リブレ By Eneas de Troya（https://www.flickr.com/photos/enea/9575751109/）
